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平成 30年度ながおか活性化アイデアコンテスト「スイッチ」実施結果報告 

 

 平成 30 年度ながおか活性化アイデアコンテスト「スイッチ」は、下記のとおり実施しま

した。 

 

１ コンテストの概要について 

 ・名  称：平成 30年度ながおか活性化アイデアコンテスト「スイッチ」 

 ・募集期間：平成 30年 12月 20日（木）から平成 31年１月 31日（木）まで 

・応募資格：出身地・居住地・通学先・通勤先のいずれかが長岡広域圏（長岡市、見附市、 

小千谷市、出雲崎町）の小学校５年生からおおむね 40歳までの方 

・募集内容：「長岡にこんなもの・場所・仕組み・サービスがあったらいいな」という 

アイデア 

・主    催：ながおか・若者・しごと機構（共催：長岡市、株式会社北越銀行） 

 

２ 応募状況について 

 ・応募件数：230件 

・応募者数：213人・団体 

 

 
区分 件数（割合） 人・団体数（割合） 

応募区分の別 

小学生 114件 (50%) 113人・団体 (53%) 

中学生 7件 (3%) 7人・団体 (3%) 

高校生 19件 (8%) 17人・団体 (8%) 

学生・院生 41件 (18%) 40人・団体 (19%) 

社会人 47件 (20%) 34人・団体 (16%) 

その他 2件 (1%) 2人・団体 (1%) 

 

 
区分 件数（割合） 人・団体数（割合） 

住所の長岡広域圏

内外の別 

広域圏内 208件 (90%) 194人・団体 (91%) 

広域圏外 22件 (10%) 19人・団体 (9%) 
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３ 一次審査について 

 ・日  時：平成 31年２月 25日（月）午後６時から午後７時まで 

・場  所：NaDeC BASE（長岡市大手通２丁目３番地１） 

・審査委員：委員長 渡辺 美子（ながおか・若者・しごと機構 副代表理事） 

委員  石坂  貴（株式会社北越銀行 ソリューション営業部 部長） 

大島  健（ながおか・若者・しごと機構 理事） 

片桐 康成（ながおか・若者・しごと機構 理事） 

          川上 太基（ながおか・若者・しごと機構 理事） 

高橋 秀明（起業支援センターながおか clip センター長） 

 ・審査方法：応募アイデアについて、上記審査委員が事前に書類審査（新規性、実現可能 

性、長岡の魅力の向上、地域への波及効果の４項目を５段階評価）を行い、 

その結果を踏まえて審査委員による議論により審査 

・審査結果：受賞候補アイデア７件を選定 

 

４ 公開審査会・表彰式について 

・日  時：平成 31年３月 24日（日）午後１時から午後３時まで 

・会  場：アオーレ長岡東棟４階大会議室（長岡市大手通１丁目４番地１０） 

・内  容：受賞候補者７組がプレゼンテーションを行い、上記審査委員の審査により、 

ながおか・若者・しごと機構賞１件、北越銀行賞１件、優秀賞５件を選定 


